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ま え が き 

本書には，1999 年度以降に出題された金沢大学（前期日程）の文系数学の全問題

とその解答例を掲載しています。 
 過去問から入試傾向をつかみ，そして演習をスムーズに進めるために，現行課程入

試に対応した内容分類を行いました。融合題の配置箇所は鍵となっている分野です。 

注 「複素数平面」は範囲外ですので除外しました。 
 「期待値」が主でない確率問題は掲載しています。 

 

電子書籍の概略 

１ 本書のフォーマットは PDF です。閲覧には，｢Adobe Acrobat Reader｣などの

PDF Viewer が必要になります。 

２ 問題と対応する解答例のページの間には，リンクが張られています。リンク元は，

問題編の１, ２,…などの問題番号，解答編の 問 題 の文字です。 
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■ 関数 ||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||| 

 

１  a, b を 1 と異なる正の数とする。次の問いに答えよ。 
(1) 2

1log log 2 2aa   を満たす a を求めよ。 

(2) 2
1log log 2 2aa  ≧ を満たす a の範囲を求めよ。 

(3) 1a  かつ 1b とする。 1log log 2b aa b ≧ を満たすとき, a と 2b の大小関係を

調べよ。 
(4) 8a b ≦ かつ 1log log 2b aa b ≧ を満たす自然数の組 ( , )a b をすべて求めよ。 

[2018]  
 

２  座標平面上に 2 点P( 3, 0 ) , Q( cos , 1 sin )θ θ がある。次の問いに答えよ。 

(1) 2PQ


をθ で表せ。 

(2) 7
12 3 4
π π π  を用いて, 7sin 12

π の値を求めよ。 

(3) 4
π θ π≦ ≦ における

2PQ


の最大値と最小値を求めよ。また, 最大値, 最小値を与

えるθ の値を求めよ。                        [2013] 
 

３  10log 2 0.3010 , 10log 3 0.4771 とする。次の問いに答えよ。 
(1)  10

2log 3 ,  10
1log 2 の値を求めよ。 

(2)  2 1
3 10

m
≧ ,  1 1

2 10
n
≧ を満たす最大の自然数 m, n を求めよ。 

(3) 連立不等式   2 1 1
3 2 10

x y
≧ , 0x≧ , 0y≧ の表す領域を座標平面に図示せよ。 

(4)    2 1 1
3 2 10

m n
≧ を満たす自然数 m と n の組 ( , )m n をすべて求めよ。  [2012] 

 

４  次の問いに答えよ。 
(1) x＞0, 1≠x とする。方程式 32log2log2 =+ xx を解け。 
(2) x＞0, 2≠x , 0＞y とする。次の連立方程式を解け。 

2log
2

=yx , 16=xy  

(3) x＞0, 2≠x , 0＞y とする。次の連立不等式の表す領域を図示せよ。 
2log

2
＜yx , 16＜xy                       [2010] 
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５  実数 t と πθ 20 ＜≦ に対して, 2 次関数 )( xf , )( xg を 
22

4
1

2
1)( txxx ++=f  

( ) 16
1)cossin(cossin2

1
2
1)( 44222 ++−−+= θθθθxtxxg  

とする。このとき次の問いに答えよ。 
(1) 2

1 , θθ 22 cossin2 , θθ 44 cossin + の大小を比べよ。また, この 3 つの値が等しく

なるθ をすべて求めよ。 
(2) θ は(1)で求めた値とは異なる定数とする。 

(i)  2 次方程式 0)( =xg の判別式を )( tD とするとき, 2 次方程式 0)( =tD の解α , 

β )( βα＜ を求め, 6
2cos)(

6 θβ

α
−=∫ dttD となることを示せ。 

(ii) 2 つの 2 次方程式 0)( =xf , 0)( =xg の一方が異なる 2 つの実数解をもち, 他

方が虚数解をもつための t の範囲を求めよ。             [2009] 
 
６  πθ ≦≦0 の範囲で定義された関数 1)cossin(cossin)( −−+= θθθθθ baf を

考える。ただし, a, b は正の実数とする。次の問いに答えよ。 
(1) θθ cossin −=t として, )(θf を a, b, t を用いて表せ。また, t のとりうる値の範

囲を求めよ。 
(2) 等式 0)( =θf を満たすθ が存在するような点 ),( ba 全体からなる領域を座標平

面上に図示せよ。                          [2008] 
 

７  実数 βα , について, x, y は 2 つの等式 
1−++=+ βααβyx , 322332 −++=+ βααβyx  

を満たすものとする。次の問いに答えよ。 
(1) βα + とαβ を x, y で表せ。 
(2) t の 2 次方程式 0)(2 =++− αββα tt が実数解をもつ条件を x, y で表せ。 
(3) βα , が条件 11 ≦≦α− , 11 ≦≦ β− を満たすとき, 点 ),( yx の存在範囲を座

標平面に図示せよ。                         [2005] 
 

８  正の定数 a ( )a ≠ 1 に対して, 関数 f ( )x を 
f ( ) ( )( ) ( )x a a a a a a a ax x x x= + − + + + +− − − −2 2 1 1 22 2  

と定める。次の問いに答えよ。 
(1) a a tx x+ =− とおくとき, t の最小値を求めよ。また, そのときの x の値を求めよ。 
(2) f ( )x の最小値を求めよ。また, そのときの x の値を求めよ。      [2000] 
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■ 微分と積分 ||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||| 

 

１  0a  とし, 曲線 2
1 : 5C y x と曲線 2 2

2 : 4C y x a  を考える。 1C と 2C の共有

点のうち, x 座標が正のものを P とし, P における 2C の接線を l とする。次の問いに答

えよ。 
(1) P の座標と l の方程式を求めよ。 
(2) 1C と 2C で囲まれた図形の面積 S を求めよ。 
(3) 1C と l で囲まれた図形の面積を T とする。(2)で求めた S との比T

S を求めよ。 

[2023]  
 

２  関数 3 2( ) 3 3x x x x   f について, 次の問いに答えよ。 
(1) 3 次方程式 ( ) 0x f を解け。 
(2) ( )y x f の接線で傾きが 1 であるものを, すべて求めよ。 
(3) (2)で求めた接線のうち, y 切片が正のものを l とする。x 軸, y 軸, ( )y x f およ

び l で囲まれる図形の面積を求めよ。                 [2022] 
 

３  関数 3 2( ) 2 4 3x x x x   f に対し, 曲線 ( )y x f 上の点P( 1, ( 1) ) f にお

ける接線の方程式を ( )y x g とする。関数 ( )h x を, ( ) ( 1)( 1) ( )h x x x x x    g と

定める。このとき, 次の問いに答えよ。 
(1) 接線の方程式 ( )y x g を求めよ。 
(2) ( )y x f と ( )y x g との共有点のうち , P と異なる点を Q とする。曲線

( )y h x が点 P, Q を通ることを示せ。 
(3) 2 つの曲線 ( )y x f と ( )y h x とで囲まれる部分の面積を求めよ。   [2021] 

 

４ 実数 x に対して, 関数
1
2 23( ) 8 4 2 27

xx xx


   f を考える。次の問いに答えよ。 

(1) 2x t とおいて, ( )xf を t の式で表せ。 
(2) (1)で求めた t の式を ( )tg とおく。 0t  のとき, 関数 ( )y t g のグラフをかけ。 
(3) 2a  とする。 2 x a ≦ ≦ における ( )xf の最大値が 1 となるような a の値の

範囲を求めよ。                           [2020] 
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５  座標平面上で関数 2 6y x  のグラフを 1C , 関数 8
3

xy   のグラフを 2C と

する。次の問いに答えよ。 
(1) 1C と 2C の共有点の座標を求めよ。 
(2) 1C と 2C で囲まれた図形の面積を求めよ。 
(3) 座標平面上で x 座標と y 座標がいずれも整数である点を格子点という。 1C と 2C

で囲まれた図形内（周上も含める）にある格子点の個数を求めよ。    [2020] 
 

６  k を 0 以上の定数とし, 3 次関数 
3 2 3 3( ) (2 1) ( 8 ) ( 6 )x x k x k k x k k      f  

を考える。次の問いに答えよ。 
(1) (1)f を求めよ。 
(2) 方程式 ( ) 0x f が虚数解をもつような k の値の範囲を求めよ。 
(3) k が 0 以上の実数全体を動くとき, (0 )f のとり得る値の最小値は 4 2 であるこ

とを示せ。また, (0 ) 4 2f のとき, 方程式 ( ) 0x f の実数解の個数を求めよ。 

[2019]  
 

７ 関数 ( )xf は等式 
2

0
( ) 1 ( )x x x t dt  f f を満たすとし, 

2

0
( )t dt a f

とおく。次の問いに答えよ。 
(1) (2)f を a を用いて表せ。 

(2) a の値を求めよ。 
(3) k は定数とする。 ( )y x x k f のグラフと 2y ax のグラフの共有点の個数を求

めよ。                               [2018] 
 

８  0a  とし, 放物線 2: ( 1) 1C y a x   を考える。C 上の点 P における C の接

線 l の方程式を y Ax B  とする。このとき, 次の問いに答えよ。 
(1) P の x 座標を s とするとき, A と B を a と s を用いて表せ。 
(2) 接線 l は, 原点O(0, 0)を通り, 傾きは正であるとする。このとき, l の方程式を

求めよ。 
(3) (2)で求めた接線 l と放物線 C および y 軸で囲まれた図形の面積 ( )S a を求めよ。 

(4) 4
( )S a
a

の最小値とそのときの a の値を求めよ。            [2017] 
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９  平面上の 2 つの曲線 2 2
1 : ( 5) 16C x y   , 2

2
1: 4C y x を考える。次の問い

に答えよ。 
(1) 1C と 2C の共有点の座標を求めよ。 
(2) 1C と 2C を同一平面上に図示せよ。 
(3) 1C と 2C で囲まれた図形の面積を求めよ。              [2016] 
 

10  a, b は定数で, 0ab とする。放物線 2
1 :C y ax b  上の点 2P( , )t at b にお

ける接線を l とし, 放物線 2
2 :C y ax と l で囲まれた図形の面積を S とする。次の問

いに答えよ。 
(1) l の方程式を求めよ。 
(2) l と 2C のすべての交点の x 座標を求めよ。 
(3) 点 P が 1C 上を動くとき, S は点 P の位置によらず一定であることを示せ。 

[2015]  
 

11  放物線 2: 2C y x x  上の 2 点 2( , 2 )a a a , 2( , 2 )b b b における接線をそれ

ぞれ al , bl とするとき, 次の問いに答えよ。ただし, a b とする。 
(1) 2 直線 al , bl の方程式を求めよ。また, al と bl の交点の x 座標を求めよ。 
(2) 放物線 C と 2 直線 al , bl とで囲まれた図形の面積 S を求めよ。 
(3) 2 直線 al , bl が垂直に交わるように a, b が動くとき, a, b が満たす関係式を求め

よ。また, そのときの面積 S の最小値とそれを与える a, b の値を求めよ。 [2014] 
 

12  実数 x に対して, 関数 ( )xf を, 2 2( ) 6 5 4 5x x x x x     f とおく。次の

問いに答えよ。 
(1) ( )y x f のグラフをかけ。 
(2) 0 6x≦ ≦ において, ( )xf は x a で最大値 ( )af を, x b で最小値 ( )bf をとる。

a, b および ( )af , ( )bf を求めよ。 

(3) (2)で求めた a, b について, 定積分 ( )
b

a
x dx f を求めよ。       [2013] 

 



金沢大学・文系 分野別問題（1999～2023） 

 －9－ 

13 曲線 2: 2C y x x  と傾きが m の直線 :l y mx について, 次の問いに答えよ。 

(1) 曲線 2 2y x x  と l が接する m の値を求めよ。 

(2) C と l が原点以外の相異なる 2 点で交わるような m の範囲を求めよ。また, その

ときの 2 つの交点の座標を m を用いて表せ。 
(3) m は(2)で求めた範囲にあるとする。 2x≧ , y mx≦ , 2 2y x x≧ で定まる部分

の面積 S を m を用いて表せ。                    [2012] 
 

14 実数 x に対して, 関数 ( )xf を, 
2

0
( )x t x dt f とおく。次の問いに答えよ。 

(1) 関数 ( )y x f を求め, そのグラフをかけ。 
(2) ( )y x f の接線で傾きが 1 のものを l とする。l の方程式を求めよ。 
(3) 直線 1x  , 接線 l, 曲線 ( )y x f で囲まれた図形の面積を求めよ。  [2011] 

 

15  a を正の定数とする。2 つの放物線 2
1 : xyC = と axyC 4)2(: 2

2 +−= の交点を

P とする。次の問いに答えよ。 
(1) 放物線 1C 上の点 ),(Q 2tt における接線の方程式を求めよ。さらに, その接線の

うち 2C に接するものを l とする。l の方程式を求めよ。 
(2) 点 P を通り y 軸に平行な直線を m とする。l と m の交点を R とするとき, 線分

PR の長さを求めよ。 
(3) 直線 l, m と放物線 1C で囲まれた図形の面積を求めよ。         [2010] 
 

16  実数 a に対して, 関数 )( xf , )( xg を, 1)1()( −+−= xaxf , 32)( axx +=g と

し, ∫=
1

0
)()()( dxxxam gf とする。次の問いに答えよ。 

(1) 0)( ＞am を満たす a の値の範囲を求めよ。 
(2) (1)で求めた a の値の範囲において, 関数 )()()()( xamxxh fg −= を考える。こ

のとき, 0)()(
1

0
=∫ dxxhxf となる a の値を求めよ。          [2008] 

 
17  関数 6326)( 2 −−++−= xxxxf について, 次の問いに答えよ。 

(1) )( xy f= のグラフをかけ。 
(2) 曲線 )( xy f= と直線 axy = が 4 点を共有するような a の値の範囲を求めよ。 

(3) 曲線 )( xy f= と直線 xy 5
3= で囲まれた部分の面積を求めよ。     [2007] 
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18  座標平面上の曲線 1: 2 −= xyC と傾き a の直線 )1(: += xayl が異なる 3 点

で交わっているとする。 
(1) a のとりうる値の範囲を求めよ。 
(2) C と l で囲まれた 2 つの図形の面積の和 S を a を用いて表せ。 
(3) S が最小になる a の値を求めよ。                  [2004] 
 

19  定積分 ∫− +
1

1
2)(2

1 dxbax を ),( baI とおく。 

(1) ),( baI を a, b の多項式で表せ。 
(2) 1+= ab のとき, ),( baI が最小となるような a およびそのときの ),( baI の値

を求めよ。 
(3) 1),( =baI かつ nmab += となる ),( ba がちょうど 1 組のとき, 実数 m, n の

満たす条件を求めよ。                        [2003] 
 

20  x の 3 次関数 kkxxx 4)( 23 +−=f について以下の問いに答えよ。 
(1) x≧0 のときつねに 0)( ≧xf となるような定数 k の値の範囲を求めよ。 
(2) )( xy f= のグラフが k の値によらず通る 2 つの点 ))(,(A aa f , ))(,(B bb f  

)( ba＜ を求めよ。さらに a＜x＜b のときつねに )( xy f= のグラフが線分 AB より

も上にあるような定数 k の値の範囲を求めよ。             [2003] 
 
21  関数 16

1524
1

4
3)( 2 −++−= xxxxf に対して, 次の問いに答えよ。 

(1) 0)( ≦xf を満たす x の値の範囲を求めよ。 
(2) 関数 )( xf の最大値を求めよ。 

(3) a＞0 とするとき, ∫−
a

a
dxx 0)( ＞f を満たす a の値の範囲を求めよ。   [2002] 

 
22  2 つの 2 次関数 12 +−= xy と 22 ++= pxqxy が 0＜x＜1 の範囲で共有点をも

ち, かつその点で共通の接線をもつとする。このとき次の問いに答えよ。 
(1) 上の条件を満たすような点 ),( qp を pq 平面上に図示せよ。 
(2) 共有点の x 座標を )10( ＜＜αα とし,  

2

2

2 (0 )( )
1 ( 1)

qx px x
x

x x
α

α

     

≦ ＜

≦ ≦
f  

とおく。このとき積分
1

0
( )x dx f を p で表せ。            [2001] 
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23  次の問いに答えよ。 

(1) 実数α β, ( )α β＜ に対して, ( )( ) ( )x x dx− − = − −∫ α β β α
α

β 1
6

3 が成り立つこと

を示せ。 
(2) a は実数で, a≧0 とする。座標平面上で, 不等式 x y x a2≦ ≦ − の表す領域の面

積S a( )を求めよ。                         [2000] 

 

24  関数 f ( )x x ax bx= + + +3 2 1について, 次の問いにそれぞれ答えよ。 
(1) 関数 f ( )x が x = 0で極小になるとき, 定数 a, b の満たす条件を求めよ。 
(2) 実数 s, t が s ≠ 0 , t s＜ 3 1+ を満たすならば, 関数 f ( )x が x s= で極小値 t をとる

ように定数 a, b を, s と t を用いて定めることができることを示せ。    [1999] 
 
 
■ 図形と式 ||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||| 

 

１  実数 a, b が, 次の条件を満たすとする。 
( , )x y を座標とする座標平面において , 不等式 y ax b≧ が表す領域に点

A( 1, 1) と点B(1, 1)があり, 不等式 y ax b≦ が表す領域に点C( 3, 1)  と

点D(3, 1) がある。 

次の問いに答えよ。 
(1) 0b  のとき, a のとり得る値の範囲を求めよ。 
(2) 与えられた条件を満たす ( , )a b 全体の集合を, ( , )a b を座標とする座標平面に図

示せよ。 
(3) ( , )x y を座標とする座標平面上で, 点 P(5, 2) , 点Q(5, 3) を考える。このと

き, 直線 y ax b  は線分 PQ と必ず共有点をもつことを示せ。      [2023] 
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２  O を 原 点 と す る 座 標 平 面 に 点 A(0, sin )θ , 

B( cos , 0 )θ がある。ただし, 0 2
πθ＜ ＜ とする。また, 点 C

を AC 2 , ABC 2
π  を満たす第 1 象限の点とする。さ

らに, 点 C から x 軸に垂線 CD を下ろす。次の問いに答え

よ。 
(1) AB, BC を求めよ。また, ∠OBA と∠CBD および点 C の座標をθ を用いて表せ。 

(2) 台形 AODC の面積を S とするとき, 31 2S ≦ を示せ。また, 等号が成り立つ

とき, θ の値を求めよ。 
(3) AO CD 2 ≦ を示せ。また, 等号が成り立つとき, θ の値を求めよ。   [2012] 

 

３  座 標 平 面 上 に A( , )p q , B( , )q p , 
C( , )p q  , D( , )q p を頂点とする正方形が

ある。ただし, 0p＞ , 0q＞ , 2 2 1p q  とする。

また, 直線 AB, AD が直線 1x y  と交わる点を

それぞれE( , )r s , F( , )t u とする。次の問いに答

えよ。 
(1) 直線 AB, AD の方程式を p, q を用いて表せ。 
(2) r, s, t, u を p, q を用いて表せ。 
(3) k p q  とおくとき, pq を k の式で表せ。また, 2k≦ を示せ。 

(4) st ru を k の式で表せ。また, st ru の最小値を求めよ。       [2011] 
 

４  O を原点とする座標平面上の円 1: 22 =+ yxC と直線 12 =+ yx の交点のうち, x

座標の小さい方を P, 他方を Q とする。点 P, Q における円 C の接線をそれぞれ l, m
とする。次の問いに答えよ。 
(1) P, Q の座標を求めよ。また, l と m の交点 R の座標を求めよ。 
(2) 線分 OR と C の交点を S とする。S の座標を求めよ。また, △QRS の面積を求

めよ。 
(3) RQSPQS ∠=∠ であることを示せ。                 [2010] 
 

O 

A 

B 

C 

D x 

y 

A( , )p q

C( , )p q 

B( , )q p

D( , )q p

O x 

y 

E 

F 
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５  xy 平面において, 点 )0,(A a を中心とする半径 r の円を C とする。ただし, 
ar≦＜0 とする。円 C の周上に, y 座標が正である点 P と, 点 )0,(E ra + をとる。

さらに, 点 P における円 C の接線と y 軸との交点を Q, 2 点 E, P を通る直線と y 軸と

の交点を R, AEP∠ をθ とする。このとき, 3 点 P, Q, R を頂点とする△PQR につい

て, 次の問いに答えよ。 
(1) △PQR は辺 PR を底辺とする二等辺三角形であることを示せ。次に, これが正三

角形となる場合の, θ の値を求めよ。 
(2) △PQR が正三角形となり, さらに頂点の 1 つが原点と一致する場合の, a と r の

関係式を求めよ。 
(3) △PQR が正三角形となり, さらにその外接円の半径が円 C の半径 r と等しくな

る場合の, a と r の関係式を求めよ。                  [2009] 
 
６  点 O を 原 点 と す る xy 平 面 上 に 3 点 )0,1(P , )sin,cos(Q θθ , 

)cos,sin(R θθ − をとる。角θ は °° 4515 ≦≦θ の範囲にあるとし, △OPQ と△OPR

の面積をそれぞれ S と T とする。このとき, 次の問いに答えよ。 
(1) °+ 90θαθ ＜＜ を満たす角α に対して点 )sin,cos(A αα をとる。△OPA の面積

と線分 QR の長さの積が TS + に等しくなるとき, α をθ を用いて表せ。 
(2) θ が °° 4515 ≦≦θ を満たしながら変化するとき, ST − のとりうる値の範囲を求

め, ST − が最大値をとるときのθ の値を求めよ。 
(3) θ を (2)で求めた値とする。このときの S と T の値を求めよ。また , 点

)sin,cos(Q θθ −−′ に対して, QPQ ′△ の面積を求めよ。        [2007] 

 

７  放物線 xxy 22 +−= を 1H , また放物線 2xy = を 2H で表す。 1H 上の点

)2,(P 2 aaa +− における 1H の接線を l とする。このとき, 次の問いに答えよ。 

(1) 接線 l の方程式を求めよ。また, a の値に関係なく, l は 2H と異なる 2 点で交わる

ことを示せ。 
(2) 接線 l と放物線 2H の異なる 2 つの交点を結ぶ線分の中点を Q とする。点 P が

1H 上を動くとき, 点 Q の軌跡 C の方程式を求めよ。 
(3) (2)の軌跡 C と放物線 1H および y 軸で囲まれた図形の面積を求めよ。  [2006] 
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８  不等式 2)1( −− xy≦ の表す領域を 1A , 不等式 2)1( +− xy≦ の表す領域を 2A と

する。 1A と 2A の和集合 21 AA  を A とする。また, 不等式 baxy +− 2)(≧ の表す

領域を B とする。次の問いに答えよ。 
(1) 0=a , 1−=b とするとき, A と B の共通部分 BA  の面積を求めよ。 
(2) 1A と B の共通部分 BA 1 が空集合でないための条件を a, b で表せ。 
(3) A と B の共通部分 BA  が空集合でないとき点 ),( ba の存在範囲を座標平面に

図示せよ。                             [2005] 
 
 

■ 図形と計量 ||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||| 

 

１  △ABC において, ∠A は直角で, B C  とし, BC 2 とする。 B θ  とお

くとき, 次の問いに答えよ。 
(1) 辺 AB, AC の長さ, および△ABC の面積 S をθ を用いて表せ。 
(2) △ABC の内接円 O の半径 r をθ を用いて表せ。 
(3) 辺 BC の垂直二等分線が, 内接円 O と接するとき, θ と r の値を求めよ。 [2017] 
 

２  座標平面上に点 A(3, 0 ) , B(0, 4 ) をとる。また , 

原点 O と A の中点を L, A と B の中点を M, B と O の中点

を N とする。さらに, △OAB の内接円を 1C , △LMN の

外接円を 2C とする。次の問いに答えよ。 
(1) 円 1C の半径 1r と中心 1P の座標を求めよ。 
(2) 円 2C の半径 2r と中心 2P の座標を求めよ。 
(3) 円 1C と円 2C が接することを示せ。      [2011] 
 

３  平面上に, 同一直線上にない 3 定点 O, A, B があり, 線分 OA, OB の長さはそれ

ぞれ 9, 4 である。動点 P, Q は同時に O を出発し, P は線分 OA 上を秒速 3 で, Q は線

分 OB 上を秒速 2 でそれぞれ往復運動をくり返しているとする。このとき次の問いに

答えよ。 
(1) 出発してから初めて P, Q が O で出会うのは何秒後か。 
(2) 出発してから 5 秒後の PQ の長さは 4 であった。 AOB∠ の余弦と正弦の値を求

めよ。 
(3) 出発してから t 秒後の OP, OQ の長さをそれぞれ x, y とする。点 ),( yx の軌跡

を 0≦t≦6 の範囲で xy 平面上に図示せよ。               [2001] 

A(3, 0)

B(0, 4)

x

y

O L

MN
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４  平地を東西にのびる直線道路 l と, その北側に 3 地点 A, B, C があり, それぞれ

の地点には目じるしが置かれている。 
 l 上の地点 P で A, B, C を見ると, 直線 AP は l に垂直で, B, C は直線 AP の東側に

あり, ∠ = ° ∠ = °APB APC30 60, であった。P から東へ100 3 移動した l 上の地点 Q

では, Q, B, A が一直線上にあり, ∠ = °BQP 30 であった。Q からさらに東へ移動した

l 上の地点 R では, R, C, A が一直線上にあり, ∠ = °CRQ 15 であった。次の問いに答

えよ。 

(1) cos15 6 2
4° = + を示せ。 

(2) 2 地点 A, C 間の距離 AC を求めよ。 
(3) 2 地点 B, C 間の距離の 2 乗BC2を求めよ。             [1999] 
 

 

■ ベクトル ||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||| 

 

１  平面上の△OAB で, OA 2


, OA OB 1 
 

となるものを考え, 点 B から直線

OA に下ろした垂線と OA の交点を H とする。また t を実数とし, BP BHt
 

となる

点 P をとる。 OAa 
 

, OBb 
 

とするとき, 次の問いに答えよ。 
(1) H は辺 OA の中点であることを示せ。 
(2) OP



をa


, b


, tを用いて表せ。 
以下において, P は△OAB の外接円の中心であるとする。 

(3) 2OB x


とするとき, t を x を用いて表せ。 

(4) OP 2 OB
 

を満たすとき, OB


の値を求めよ。         [2022] 

 

２  平面上の△ABC で AB 4 , BC 5 , AC 3 となるものを考え, △ABC の外

接円の中心を O とする。また, 辺 AC を1 : 5に内分する点を P とする。このとき, 次

の問いに答えよ。 
(1) cos ABC と cos AOC の値をそれぞれ求めよ。 
(2) OP



と cos POC の値をそれぞれ求めよ。 

(3) 内積OB OP
 

の値を求めよ。 
(4) 点 B と点 P を通る直線が△ABC の外接円と交わる点で B と異なる点を Q とす

る。OQ


をOB


とOP


を用いて表せ。                 [2021] 
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３  △ABC において, CAB θ  , ABC 2
π  , AB 2 , AC 5 とする。点 B か

ら辺 AC に下ろした垂線を BP とする。線分 BP 上に点 B とは異なる点 Q を, また Q
から辺 BC に下ろした垂線 QR をPQ QR となるようにとる。AB b

 

, AC c
 

と

するとき, 次の問いに答えよ。 
(1) cosθ の値を求めよ。 
(2) 内積b c

 

および b c
 

の値を求めよ。 

(3) PQ の長さを求めよ。 
(4) AQ



をb


, c


を用いて表せ。                    [2020] 
 

４  △ABC の外心を O, 重心を G とし, OH OA OB OC  
   

とする。次の問いに

答えよ。 
(1) A 2

π  ならば, OB OC 0 
  

が成り立つことを証明せよ。 

(2) A 2
π  ならば, AH BC

 

であることを証明せよ。 

(3) OA ( cos , sin )θ θ


,  2 2OB ,2 2  


,  2 2OC ,2 2 


とする。ただし, 

0 2θ π≦ ＜ である。このとき, 2GH


の最大値, 最小値を求めよ。    [2018] 

 

５  座標空間内に 3 点 O(0, 0, 0 ) , A(3, 3, 0 ) , B(0, 6, 0 ) をとり , さらに

1 3a  を満たす定数 a に対して点P( , , )t ta ta をとる。ただし, t は 0t  の範囲を

動くものとする。次の問いに答えよ。 
(1) 点 P から xy 平面に垂線 PH を下ろす。点 H の座標を求めよ。 
(2) 点 H が線分 AB 上にあるときの t の値を求め, そのときの点 H の座標を a を用

いて表せ。 
以下, 点 H は線分 AB 上にあるとする。 

(3) 点 M を線分 AB の中点とする。AH : HM の比の値 AH
HM を求めよ。 

(4) 四面体 OPMH の体積が 2 となるような a の値を求めよ。       [2016] 
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６ 平面上の三角形 ABC で, AB 7


, BC 5


, AC 6


となるものを考える。

また, 三角形 ABC の内部の点 P は, PA PB 3PC 0s  
   

 ( 0 )s  を満たすとする。

次の問いに答えよ。 
(1) AP AB ACα β 

  

とするとき, α と β を s を用いて表せ。 

(2) 2 直線 AP, BC の交点を D とするとき, BD
DC




と

AP
PD




を s を用いて表せ。 

(3) 三角形 ABC の面積を求めよ。 
(4) 三角形 APC の面積が2 6 となるような s の値を求めよ。       [2015] 
 

７  xyz 空間において, 原点 O を中心とする半径 1 の球面 1: 222 =++ zyxS , およ

び S 上の点 )1,0,0(A を考える。S 上の A と異なる点 ),,(P 000 zyx に対して, 2

点 A, P を通る直線と xy 平面の交点を Q とする。次の問いに答えよ。 
(1) APAQ t= （t は実数）とおくとき, OQ を OA,OP,t を用いて表せ。 
(2) OQ の成分表示を 000 ,, zyx を用いて表せ。 

(3) 球面 S と平面 2
1=y の共通部分が表す図形を C とする。点 P が C 上を動くとき, 

xy 平面上における点 Q の軌跡を求めよ。               [2008] 
 

８  O を原点とする座標平面上に 2 点 )1,1(A , )1,3(B − がある。 a=OA , 

b=OB とするとき, 次の問いに答えよ。 
(1) ベクトルa とbのなす角をθ とするとき, θcos の値を求めよ。 
(2) t が 0≦t≦2 を満たしながら変化するとき, bta +=OP で定められる点 P の動く

範囲を図示せよ。 
(3) s, t が 1≦s≦3, 0≦t≦2 を満たしながら変化するとき, btas +=OQ で定められる

点 Q の動く範囲の面積を求めよ。                   [2006] 
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９  座標平面上で, 原点 O を基準とする点 P の位置ベクトルOP が p であるとき, 
点 P をP( )p で表す。次の問いに答えよ。 

(1) A ( )a を原点 O と異なる点とする。 
(i)  点 A ( )a を通り, ベクトル a に垂直な直線上の任意の点を P( )p とするとき, 

a p a⋅ = 2
が成り立つことを示せ。 

(ii) ベクトル方程式 p a p2 2 0− ⋅ = で表される図形を図示せよ。 

(2) ベクトル b = ( , )1 1 に対して , 不等式 p b p b p b− + −≦ ≦3 3 を満たす点

P( )p 全体が表す領域を図示せよ。                  [2000] 

 

 

■ 整数と数列 ||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||| 

 

１  次の問いに答えよ。 
(1) 整数 n に対して, 7x n , 17(17 )y n  が不定方程式17 7 2023x y  を満た

すことを示せ。 
(2) 17 7 2023x y  を満たす整数 x, y は, 整数 n を用いて 7x n , 17(17 )y n 

と表されるものに限ることを示せ。 
(3) 17 7 2023x y  を満たす整数 x, y のうち, 2023xy を最小にするものを求め

よ。                                [2023] 
 

２  m は自然数とする。数列 { }na を初項から順に, 第 m 群が連続した12 6m 個の

項からなるように群を分ける。第 m 群の最後の項は数列 { }na の第 mt 項であるとする。

次の問いに答えよ。 
(1) 第 2 群の最初の項と最後の項は, 数列 { }na のそれぞれ何番目の項か。 

(2) mt を m を用いて表せ。 
(3) 2022a が第 k 群に含まれるとき, k を求めよ。 

(4) 数列 { }na を, 初項が整数 c で公差が 1 の等差数列とするとき, 
1

48
mt

n
n

a


 を満た

す c と m を求めよ。                        [2022] 
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３  次の問いに答えよ。 
(1) n を整数とするとき, 1 次不定方程式3 5x y n  の整数解をすべて求めよ。 
(2) 0 以上 7 以下の整数 n のうち, 0 以上の整数 x, y を用いて 3 5n x y  と表せない

ものの個数を求めよ。 
(3) 8 以上のすべての整数 n は, 0 以上の整数 x, y を用いて 3 5n x y  と表せること

を示せ。                              [2021] 
 

４  次の問いに答えよ。 
(1) 方程式13 9 1x y  の整数解をすべて求めよ。 
(2) 不等式 ( 300) 20000t t  ≦ を満たす実数 t の値の範囲を求めよ。 

(3) (2)で求めた範囲に含まれる整数の個数を求めよ。ただし , 必要ならば

4.12 17 4.13  を用いてよい。 
(4) 13 で割ると 11 余り, 9 で割ると 7 余るような整数で, (2)で求めた範囲に含まれる

ものは何個あるか。また, そのうち最小となるものを求めよ。      [2019] 
 

５  自然数 1, 2, 3,n  に対して, 座標が ( cos , sin )n nθ θ である単位円上の点Pn

が次の規則(i), (ii)で定められている。 
(i)  1 0θ  , 2 3

πθ  とし, 各 n について, 1 2 2n n n nθ θ θ θ π     が成り立つ。 

(ii) 各 n について, 2Pn は, Pn , 1Pn を両端とする 2 つの弧のうち, 2Pn を含む弧

を二等分する点である。 
このように定めるとき, 3

7
6θ π であることがわかる。次の問いに答えよ。 

(1) 4θ , 5θ を求めよ。 
(2) 1n n nθ θ β   とおくとき, 1

1
2n nβ β π   を示し, 数列 { }nβ の一般項を求め

よ。 
(3) 数列 { }nθ の一般項を求めよ。                    [2019] 

 

６  次の問いに答えよ。ただし, Cm k は m 個から k 個取る組合せの総数を表す。 
(1) 1, 2, 3, 4, 5, 6k  に対して, 7Ck は 7 の倍数であることを示せ。 
(2) p は素数とし, k は1 1k p≦ ≦ を満たす自然数とする。 Cp k は p の倍数である

ことを示せ。 
(3) すべての自然数 n に対して, 7n n は 7 の倍数であることを数学的帰納法を用い

て示せ。                              [2017] 



金沢大学・文系 分野別問題（1999～2023） 

 －20－ 

７  数列 { }na が, 1 2 32 3 2 1n
na a a na       ( 1, 2, 3, )n   を満たしてい

る。次の問いに答えよ。 
(1) 一般項 na を求めよ。 

(2) 
1

1n
n

kk
S a

  とおくとき, 1
24

2
n n

nS

   ( 1, 2, 3, )n   となることを数学的帰

納法を用いて証明せよ。 

(3) 和 
1

n

kk

k
a

 を求めよ。                       [2014] 

 

８  次の問いに答えよ。 

(1) x＞0 のとき, 不等式 ( ) 3
1

2 21
3
2 ≧

x
x + を示せ。また, 等号が成り立つのはどのよう

なときか。 
(2) 数列{ }na を, 21 =a , ( )21

1
3
2

n
nn

a
aa +=+ ),3,2,1( =n によって定める。 

(i)  n≧1 のとき, 3
1

1 2＞＞ +nn aa を示せ。 

(ii) n≧2 のとき, ( )2
1

21
2

3
22

−
+ −−

n
n

n
n

a
a

a
a ＜ を示せ。 

(iii) n≧1 のとき, ( ) 1
21 3

220 −
+ −

n

n
n

a
a ≦＜ を示せ。           [2009] 

 

９  数列 { }na が 41 −=a , 13
1 21322 ++
+ ⋅−+= nn

nn naa ),3,2,1( =n により定

められているとする。 
(1) n

n
n

ab
2

= とおくとき nb と 1+nb の満たす関係式を導き, { }na の一般項を求めよ。 

(2) 1+nn aa ＞ となるような n の値をすべて求めよ。 

(3) na が最小となるような n の値をすべて求めよ。            [2003] 
 

10  以下の問いに答えよ。 
(1) 80966)( 23 −−−= xxxxf とする。x≧14 ならば 0)( ＞xf となることを示せ。 

(2) 自然数 a に対して, 
aaa

aab
23
80989

23

2

++
++= とおく。b も自然数となるような a と b

の組 ),( ba をすべて求めよ。                    [2002] 
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■ 確率 ||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||| 

 

１  A, B, C の 3 人がそれぞれ 1 個ずつのサイコロを同時に投げ, 出た目の大きさの

順に 1 2 3x x x≦ ≦ とする。 1 2 3x x x  のときは, もう一度 3 人でサイコロ投げを行う。

1 2 3x x x≦ ＜ のときは , 3x を出した者が勝者となり , サイコロ投げを終了する。

1 2 3x x x＜ のときは, 1x を出した者は去り, 残りの 2 人で異なる目が出るまでサイコ

ロ投げを続け, 大きい目を出した者が勝者となり, サイコロ投げを終了する。次の問

いに答えよ。 
(1) 1 回目のサイコロ投げで A が 3 を出して勝者となる場合の数を求めよ。 
(2) 1 回目のサイコロ投げで A が勝者となる場合の数を求めよ。 
(3) 1 回目のサイコロ投げで勝者が決まる場合の数を求めよ。 
(4) 2 回目のサイコロ投げで勝者が決まる場合の数を求めよ。       [2016] 
 

２  座標平面上で, x 座標と y 座標がともに 0 以上の整数である点を, ここでは格子

点とよぶ。格子点 (0, 0 )から格子点 ( , )k l へ, 両端点がともに格子点であり長さが 1
の線分を用いて, 格子点 (0, 0 )から順に最も少ない本数でつなぐ方法を数える。たと

えば, 格子点 (0, 0 )から格子点 (3, 1) へつなぐ方法の数は 4 である。次の問いに答え

よ。 
(1) 格子点 (0, 0 )から格子点 (4, 0 ) へつなぐ方法の数と, 格子点 (0, 0 )から格子点

(2, 2)へつなぐ方法の数を, それぞれ求めよ。 
(2) 条件 5k l  を満たす格子点 ( , )k l を考える。格子点 (0, 0 )から格子点 ( , )k l へ

つなぐ方法の数を, この条件を満たすすべての格子点について足し合わせた数を求

めよ。 
(3) 条件 k l n  ( 1)n≧ を満たす格子点 ( , )k l を考える。格子点 (0, 0 )から格子点

( , )k l へつなぐ方法の数を, この条件を満たすすべての格子点について足し合わせ

た数を n を用いて表せ。 
(4) 条件 k l n  ( , 2)k l nと はともに偶数で ≧ を満たす格子点 ( , )k l を考える。格

子点 (0, 0 )から格子点 ( , )k l へつなぐ方法の数を, この条件を満たすすべての格子

点について足し合わせた数を n を用いて表せ。             [2015] 
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３  1 から 4 までの番号を書いた玉が 2 個ずつ, 合計 8 個の玉が入った袋があり, こ
の袋から玉を 1 個取り出すという操作を続けて行う。ただし, 取り出した玉は袋に戻

さず, また, すでに取り出した玉と同じ番号の玉が出てきた時点で一連の操作を終了

するものとする。 
玉をちょうど n 個取り出した時点で操作が終わる確率を ( )P n とおく。次の問いに

答えよ。 
(1) (2)P , (3)P を求めよ。 
(2) 6 以上の k に対し, ( ) 0P k  が成り立つことを示せ。 

(3) 一連の操作が終了するまでに取り出された玉の個数の期待値を求めよ。 [2014] 
 

４  座標平面上の点 P は, 硬貨を 1 回投げて表が出れば x 軸の正の方向に 2, 裏が出

れば y 軸の正の方向に 1 だけ進むことにする。最初, P は原点にある。硬貨を 5 回投

げた後の P の到達点について, 次の問いに答えよ。 
(1) P の到達点が (10, 0 )となる確率を求めよ。また, (6, 2)となる確率を求めよ。 
(2) 2 点 (10, 0 ) , (6, 2)を通る直線 l の方程式を求めよ。また, P の到達点はすべて

直線 l 上にあることを示せ。 
(3) (2)で求めた直線 l と原点との距離を求めよ。 
(4) P の到達点と原点との距離 d が, 2 5 5d＜ ≦ となる確率を求めよ。   [2013] 

 
５  図のように頂点が 1A から 6A である 1 辺の長さが 2
の正六角形がある。さいころを投げて出た目 k と頂点 kA
を対応させる。さいころを 3 回投げて出た目がすべて異な

るときには, 対応する頂点を結んで三角形ができ, それ以

外の場合には線分か点ができる。このとき, 次の問いに答

えよ。 
(1) 321 AAA△ , 431 AAA△ , 531 AAA△ の面積をそれぞ

れ求めよ。 
(2) さいころを 3 回投げたとき, 三角形ができない確率を求めよ。 
(3) さいころを 3 回投げたとき, 321 AAA△ と合同な三角形ができる確率を求めよ。 
(4) さいころを 3 回投げたときにできる図形の面積の期待値を求めよ。ただし, 線分

と点の面積は 0 とする。                       [2006] 
 

1A

2A3A

4A

5A 6A
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６  座標平面上で動点 P が, x 軸の正の方向へ 1 進むことを文字 a で表し, y 軸の正

の方向へ 1 進むことを文字 b で表し, 停留することを文字 c で表す。a, b, c からなる

文字列が与えられたとき, 点 P は原点を出発し, その文字列に従って移動する。たと

えば, 長さ 4 の文字列 acab に対しては, 点 P は原点 )0,0( から出発して, )0,1( , 
)0,1( , )0,2( , )1,2( と移動し, 点 )1,2( が到達点となる。 

(1) n を自然数とする。長さ n の文字列のなかで, 点 P の到達点の x 座標と y 座標の

和が n となる文字列は何個あるか。また, その理由を説明せよ。 
(2) k, n を自然数とし, 1≦k≦n とする。長さ n の文字列のなかで, 点 P の到達点の

x 座標と y 座標の和が k となる文字列の個数を )( kFn とする。 )( kFn を k と n を用

いて表せ。 
(3) 自然数 n が与えられたとき, )( kFn が最大になる自然数 k の値を求めよ。 

[2004]  
 

７  a b c, , は座標平面上のベクトルで, a b c= = = −( , ), ( , ), ( , )0 1 1 1 1 1 とす

る。k n= 1 2 3, , , , とし, 各 k についてベクトル pk はベクトルa b c, , のいずれ

かとする。次の問いに答えよ。 
(1) n = 2とする。 p p1 2+ がとり得るベクトルのうち, 異なるものをすべて成分で表

せ。 
(2) n = 4とする。内積a p p p p⋅ + + +( )1 2 3 4 がとり得る値のうち, 異なるものはい

くつあるか。 
(3) n = 5 と す る 。 順 序 を つ け て 並 べ た 列 p p p p p1 2 3 4 5, , , , で , 条 件

p p p p p1 2 3 4 5 4 1+ + + + = ( , ) を満たすものはいくつあるか。      [1999] 
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分野別問題と解答例 

 

関 数／微分と積分／図形と式 

図形と計量／ベクトル 

整数と数列／確 率 
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 問 題  

a, b を 1 と異なる正の数とする。次の問いに答えよ。 
(1) 2

1log log 2 2aa   を満たす a を求めよ。 

(2) 2
1log log 2 2aa  ≧ を満たす a の範囲を求めよ。 

(3) 1a  かつ 1b とする。 1log log 2b aa b ≧ を満たすとき, a と 2b の大小関係を

調べよ。 
(4) 8a b ≦ かつ 1log log 2b aa b ≧ を満たす自然数の組 ( , )a b をすべて求めよ。 

[2018]  
 
 解答例  

(1) 0a  かつ 1a  のとき, 2
1log log 2 2aa   より 2

2

1 1 1log2 log 2a a  となり,  

2
2 2( log ) 2 loga a  , 2 2( log 2)( log 1) 0a a    

よって, 2log 2, 1a   から, 14, 2a  である。 

(2) (1)と同様に, 2
1log log 2 2aa  ≧ より 2

2

1 1 1log2 log 2a a ≧ となり,  

3 2
2 2 2( log ) 2log ( log )a a a ≧ , 2 2 2( log )( log 2)( log 1) 0a a a  ≧  

ここで, 2log 0a  に注意すると, 21 log 0a ≦ ＜ , 22 log a≦ となり, すなわち

1 12 a≦ ＜ , 4 a≦ である。 

(3) まず, 1a  かつ 1b のとき, log 0b a  である。 
1log log 2b aa b ≧ より, 1 1 1log2 log 2b

b
a a ≧ となり, log 0b a  から,  

2( log ) 2 logb ba a ≧ , ( log 2)( log 1) 0b ba a  ≧  
log 1 0b a   なので, log 2b a≧ すなわち 2a b≧ である。 

(4) a, b は自然数より 1a  かつ 1b となり, (3)の結果を利用すると, 条件は,  
8a b ≦ ………①, 2a b≧ ………② 

(i)  2b  のとき ①から 6a ≦ , ②より 4a≧ となり, 4, 5, 6a   
(ii) 3b≧ のとき ②から 9a≧ となり, ①を満たす a は存在しない。 
(i)(ii)より, ( , ) (4, 2)a b  , (5, 2) , (6, 2)  

 コメント  

対数方程式, 対数不等式についての問題です。(2)では分数不等式が現れるので, 場
合分けをする代わりに, 両辺に分母の 2 乗をかけた後に因数分解という流れで処理を

しています。なお, (3)では分母はプラスなので, この処理は必要ありません。 
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 問 題  

座標平面上に 2 点P( 3, 0 ) , Q( cos , 1 sin )θ θ がある。次の問いに答えよ。 

(1) 2PQ


をθ で表せ。 

(2) 7
12 3 4
π π π  を用いて, 7sin 12

π の値を求めよ。 

(3) 4
π θ π≦ ≦ における

2PQ


の最大値と最小値を求めよ。また, 最大値, 最小値を与

えるθ の値を求めよ。                        [2013] 
 
 解答例  

(1) P( 3, 0 ) , Q( cos , 1 sin )θ θ に対して, PQ ( cos 3, 1 sin )θ θ  


より,  
2PQ



2 2( cos 3 ) (1 sin )θ θ    5 2sin 2 3 cosθ θ    

(2) 7sin 12
π  sin sin cos cos sin3 4 3 4 3 4

π π π π π π    6 2
4
  

(3) (1)より, 2PQ


 5 4sin 3
πθ   となり, 4

π θ π≦ ≦ から 7 4
12 3 3
π π πθ ≦ ≦  

よって, 2PQ


は, θ π のとき最大値 45 4sin 5 2 33
π   をとり, 4

πθ  のと

き最小値 75 4sin 5 6 212
π    をとる。 

 
 コメント  

三角関数の計算だけの問題です。 
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 問 題  

10log 2 0.3010 , 10log 3 0.4771 とする。次の問いに答えよ。 
(1)  10

2log 3 ,  10
1log 2 の値を求めよ。 

(2)  2 1
3 10

m
≧ ,  1 1

2 10
n
≧ を満たす最大の自然数 m, n を求めよ。 

(3) 連立不等式   2 1 1
3 2 10

x y
≧ , 0x≧ , 0y≧ の表す領域を座標平面に図示せよ。 

(4)    2 1 1
3 2 10

m n
≧ を満たす自然数 m と n の組 ( , )m n をすべて求めよ。  [2012] 

 
 解答例  

(1)  10 10 10
2log log 2 log 3 0.3010 0.4771 0.17613       

 10 10
1log log 2 0.30102    

(2) まず,  2 1
3 10

m
≧ ……①より,  10

2log 13m ≧ となり, (1)から,  

1
0.1761m≦ ≒5.68 

よって, ①を満たす最大の自然数 m は, 5m  である。 
また,  1 1

2 10
n
≧ ……②より,  10

1log 12n ≧ となり, (1)から,  

1
0.3010m≦ ≒3.32 

よって, ②を満たす最大の自然数 n は, 3n  である。 

(3)    2 1 1
3 2 10

x y
≧ から,    10 10

2 1log log 13 2x y ≧ となり,  

0.1761 0.3010 1x y  ≧  
0.1761 0.3010 1x y ≦ ………③ 

0x≧ , 0y≧ と合わせると, 求める領域は右図の

網点部となる。ただし, 境界は領域に含む。 

(4)    2 1 1
3 2 10

m n
≧ を満たす自然数 ( , )m n について, 

右図より, 1, 2, 3n  の場合を考える。 

(i)  3n  のとき 
( , ) (1, 3)x y  は③を満たさない。この場合は満たす ( , )m n はない。 

(ii) 2n  のとき 
( , ) (2, 2)x y  は③を満たすが, ( , ) (3, 2)x y  は満たさない。 
よって, ( , ) (1, 2), (2, 2)m n   

 

O x 

y 

5 
6 

3 

4 
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(iii) 1n  のとき 
( , ) (3, 1)x y  は③を満たすが, ( , ) (4, 1)x y  は満たさない。 
よって, ( , ) (1, 1), (2, 1), (3, 1)m n   

(i)～(iii)より, ( , ) (1, 1), (2, 1), (3, 1), (1, 2), (2, 2)m n   

 
 コメント  

対数計算の基本知識を確認する問題です。数値計算は煩雑です。 
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 問 題  

次の問いに答えよ。 
(1) x＞0, 1≠x とする。方程式 32log2log2 =+ xx を解け。 
(2) x＞0, 2≠x , 0＞y とする。次の連立方程式を解け。 

2log
2

=yx , 16=xy  

(3) x＞0, 2≠x , 0＞y とする。次の連立不等式の表す領域を図示せよ。 
2log

2
＜yx , 16＜xy                       [2010] 

 
 解答例  

(1) x＞0, 1≠x のとき, 32log2log2 =+ xx に対して, 3log
2log

2
2 =+ xx となり,  

02log3)log( 2
2

2 =+− xx , 0)2log)(1log( 22 =−− xx  
よって, 2,1log2 =x より, 4,2=x  

(2) x＞0, 2≠x , 0＞y のとき, 2log
2

=yx ……①, 16=xy ……②に対して,  

①より, ( ) 22

4
1

2 xxy == となり, ②に代入すると,  

164
1 3 =x , 643 =x  

すると, 4=x となり, ②から, 4=y  
(3) x＞0, 2≠x , 0＞y のとき, 2log

2
＜yx ……③, 16＜xy ……④に対して, ③より,  

(i)  12＞
x )2( ＞x のとき 2

4
1 xy＜  

(ii) 120 ＜＜x )20( ＜＜x のとき 2
4
1 xy＞  

④より, xy 16＜  

よって, 連立不等式③④の表す領域は右図の網点部と

なる。ただし, 境界は領域に含まない。 
 
 コメント  

対数方程式・不等式の基本問題です。 
 

O 2 4 x 
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